
社会福祉協議会の歴史（＊南伊豆町社協のあゆみ） 

・日本社会福祉事業協会、全日本民生委員連盟、同胞

援護会の３団体が合併し中央社会福祉協議会（現全

国社会福祉協議会）設立 

・「社会福祉事業法」に規定 

*昭和 26 年 1 月   ・南中村社会福祉協議会発足 

*昭和 28 年 2 月   ・賀茂老人ホーム設立 社協が運営 

*昭和 33 年 4 月   ・社会福祉法人南伊豆町社会福祉協議会設立 

 

・「社会福祉基本要項」を定める 

・住民主体の原則を明示 

*昭和 40 年 10 月   ・老人ホームの居室棟、管理棟を増設 

*昭和 44 年 4 月   ・事務局職員２名を配置 

*昭和 53 年 3 月    ・賀茂老人ホームを分離して南伊豆厚生会を設立 

*昭和 54 年 7 月   ・下賀茂 328―2 から下賀茂 350―2 への事務所設置許

可が下りる 

 

・「社会福祉事業法」（現社会福祉法）の一部改正 

・市町村社協、特別区社協を法制化 

・福祉関係八法改正 

・市町村社協は「社会福祉を目的とする事業を企画し、

及び実施するように努める」と位置づけられる 

*平成 2年 10 月   ・在宅介護支援センターを設立 

 

・「新・社会福祉協議会基本要項」策定 

 

 

・「事業型社協推進の指針」策定 

 

 

・社会福祉法改正 

・市町村社会福祉協議会が、地域福祉の推進のための

中心的な役割を担うことと明確化された。 

*平成 12 年 3 月   ・在宅介護支援センターを廃止 
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*平成 12 年 4 月   ・介護保険事業に参入、訪問介護事業、訪問入浴介護

事業、居宅介護支援事業を行う 

*平成 16 年 4 月   ・身体障害者居宅介護等事業を行う 

*平成 18 年 4 月   ・介護予防訪問介護、介護予防訪問入浴介護事業を 

開始   

    *平成 20 年 10 月   ・南伊豆町武道館（加納５９０－１）に事務所を移転 


